
１．地 勢

（１）位 置

（２）面 積    707.42 k ㎡（沖縄本島を除き佐渡島、奄美大島に次ぐ全国離島

第３位の広さ）

          東西約18km 南北約82km

（３）海岸線    約915km

（４）山 岳    最高峰 矢立山（厳原町） 標高648m

（５）二級河川   45河川（39水系）

（６）島 数    本島及び107（うち 有人島5）の小島

（７）土地利用状況 （68次九州農林水産統計年報）

                                      （単位：ha、％）

区 分 総土地面積
耕     地

林野 その他
田 畑 計

対馬市土地面積

（割合）

70,742

(100％)

549

(0.8)

240

(0.3)

789

(1.1)

63,223

(89.4)

6,730

(9.5)

長崎県土地面積

（割合）

413,100

(100％)

21,000

(5.1)

24,900

(6.0)

45,900

(11.1

241,657

(58.5)

125,543

(30.4)

厳原町 東経 129°18′
北緯 34°12′
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２．人 口

（１）推 移

対馬の人口は、藩政期には３万人、明治末期で５万人、昭和15年で５万７千人、

その後昭和35年（ピーク時）には69,556人まで増えたが、その後減少に転じ、令和

２年の国勢調査では28,502人とピーク時から59％減となっている。また、令和27

年には14,000人まで減少するという推計もある。特に、対馬では中学卒業時に約3

割が島外に流出しており、人口減少対策の中でも社会減対策が急務となっている。人

口減少が進むなか、様々な産業における担い手の確保、保健・医療提供体制の確保、

福祉体制の充実などが大きな課題となっている。

○人口の推移（Ｒ２国勢調査）
                                                             （単位：人、％）

S35年 H22年 H2７年 Ｒ2年

（ピーク時）
H17年調査

からの増減率

H22年調査

からの増減率

H27年調査

からの増減率

S35年調査

からの増減率

対馬市計 69,556 34,407 △10.6 31,457 △8.6 28,502 △9.4 △59.0

長崎県計 1,760,421 1,426,779 △3.5 1,377,187 △3.5 1,312,317 △4.7 △25.5

（２）高齢者比率                               

高齢者比率（総人口に占める65歳以上人口の割合）は、昭和60年12.0％に対し、令

和２年は県平均の32.8％を上回る、38.6％となっている。令和27年には52％になる

と推計されており、超高齢社会を見据えた社会基盤の整備が必要である。

○高齢者比率の推移（R２国勢調査）

                                   （単位：人、％）

区 分 S60年 Ｈ22年 H27年 R2年 S60年調査から

の増減率

対馬市総人口 48,875 34,407 31,457 28,502 △41.7

対馬市65歳以上人口

（構成比）

5,884

（12.0）

10,135

（29.5）

10,675

（33.9）

10,989

（38.6）
86.8

長崎県総人口
1,593,968 1,426,779 1,377,187 1,312,317 △17.7

長崎県65歳以上人口

（構成比）

193,605

（12.1）

369,290

（25.9）

369,290

（25.9）

430,353

（32.8）
122.3
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３．農 業

耕地面積は、789haありその内容は水田549ha、畑240haで、県全体の耕地面積

の約1.7％、対馬の総面積の約1.1％である（６8次九州農林水産統計年報）。

野菜では、島外出荷の振興品目として、アスパラガス、ミニトマトの産地振興によ

り農家所得の向上が図られている。

ほかに、対馬ならではの「対州そば」「日本蜜蜂の蜂蜜」も島外出荷している。

肉用牛は、45戸で547頭（令和3年4月）が飼育されている。対馬では古くから和

牛の中でも特定品種とされる「褐毛和種」が飼育されており、近年、農家の高齢化などに

より飼養頭数は減少傾向であったが、子牛価格の高値取引等により増頭している。
イノシシによる農産物被害は平成６年に初確認から、平成１６年をピークに減少傾
向となった。平成２１年度から再び増加に転じたが、防護対策、棲み分け対策及び捕
獲対策の３対策が総合的に推進され、平成２６年度から再度、減少傾向にある。   
イノシシによる被害以外にシカの食害による農林業被害も深刻化している。

○主要農作物作付面積及び収穫量

（単位：ha、kg、t）

   ※「水稲」は令和3年値、「そば」は令和2年値（68次九州農林水産統計年報）

※「アスパラガス」は令和3年値（対馬振興局調）

※そばについては台風大雨等気象災害による減収

○肉用牛飼育頭数

（単位：戸、頭）

  ※畜産課R3年4月1日調べ

○イノシシ・シカによる農産物被害額等の推移（長崎県農林部調）

        （単位：千円、頭）

区 分 水 稲 そ ば アスパラガス

作付面積 243 92 3.29

10a当収量 400 28 1,067

収 穫 量 972 26 35

年   度 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R２ R3

飼養戸数 57 52 51 50 50 50 49 50 46 45

飼養頭数 435 399 395 401 460 481 497 527 508 547

年   度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R２

猪 被 害 額 12,621 9,266 5,269 7,130 3,530 1,545 1,887 1,201

捕獲頭数 5,009 3,784 4,776 5,984 3,084 2,725 5,340 9,346

鹿 被 害 額 3,280 11,203 2,702 1,322 3,684 2,809 2,367 1,456

捕獲頭数 3,883 5,200 4,416 4,903 5,493 6,338 8,422 7,462


